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とと
もも
にに
歩歩
むむ
まま
ちち
へへ

藤藤
田田
市市
政政

２２
期期
目目
がが
スス
タタ

トト

と
も
に
歩
む
ま
ち
へ

藤
田
市
政

２
期
目
が
ス
タ

ト

筑筑
紫紫
野野
市市
長長
選選
挙挙
でで
無無
投投
票票
でで
再再
選選
とと
なな

たた

藤藤
田田
市市
長長
のの
市市
政政
２２
期期
目目
４４
年年
がが
スス
タタ

トト
しし
まま
しし
たた

筑
紫
野
市
長
選
挙
で
無
投
票
で
再
選
と
な

た

藤
田
市
長
の
市
政
２
期
目((

))
(

)

４
年
が
ス
タ

ト
し
ま
し
た

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

藤田 陽三 ( 7 2歳)
平成2 3年２月に筑紫野市長に就任。２期目を迎える。

【経歴】

山口小学校、二日市中学校、修猷館高校卒業。左官業を志し、第
1 2回全国左官技能競技大会優勝。その後、筑紫野市議(２期)を経て
福岡県議(５期)、第5 7代福岡県議会議長。元二日市東小学校P T A役
員、筑紫野中学校P T A会長、若葉団地区長、二日市東小学校区体
育振興会会長。元自由民主党福岡県連会長。現福岡県左官業組合連
合会顧問。日本空手拳心会師範。



市
民
の
皆
様
へ
の
ご
挨
拶

こ
の
た
び

市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
を
賜
り

引
き
続
き
市
政
運
営
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た

２
期
目
の
市
長
就
任
に
あ
た

り

決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に

責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す

私
の
１
期
目
は

市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら

職

員
の
意
識
改
革
と
行
財
政
改
革

子

ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
を
守
る
全
小

中
学
校
の
耐
震
化
工
事
と
空
調
設
備

設
置

地
域
防
災
の
要
と
な
る
全
行

政
区
で
の
自
主
防
災
組
織
確
立

地

域
コ
ミ

ニ
テ

組
織
の
設
立
な
ど

ふ
る
さ
と
筑
紫
野
の
礎
と
な
り

未

来
へ
つ
な
が
る
改
革
や
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

そ
の
よ
う
な
中

大
規
模
な
自
然

災
害
へ
の
備
え

進
展
す
る
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応

ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
実
現
な
ど
楽

観
を
許
さ
な
い
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す

こ
れ
ま
で
築
い
た
も
の
を

土
台
と
し

さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
す

べ
く

自
ら
が
先
頭
に
立
ち
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

２
期
目
の
市
政
運
営
で
は

引
き

続
き
「 
行
財
政
改
革
」「 
産
業
・
雇
用

を
つ
く
る
」「 
生
活
を
ま
も
る
」「 
共
助

社
会
づ
く
り
」「 
未
来
を
つ
く
る
」
を

重
点
施
策
の
五
本
の
柱
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

昨
年
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
高
尾
川
・
鷺
田
川
の

河
川
改
修
の
早
期
解
決

男
女
共
同

参
画
社
会
の
中
で
少
子
化
対
策
に
つ

な
が
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

高

齢
者
や
障
が
い
者
が
生
き
が
い
を
も

て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現

地
域
コ
ミ

ニ
テ

組
織
を
核

と
し
た
市
民
の
手
に
よ
る
市
民
の
た

め
の
共
助
社
会
へ
の
取
組
み

地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
の
雇
用
創
出
と

地
場
産
業
支
援

地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
の
充
実

歴
史
と
文
化
を
育
み
特
色
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り

そ
し
て
未
来
を
支

え
る
若
者
が
住
み
た
い
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
の
魅
力
を
創
出
し

「 
今
日
を
ま
も
り

明
日
に
つ
な
い
で

未
来
を
創
る

ひ
か
り
輝
く
筑
紫
野

市
」
実
現
の
た
め

使
命
感
を
持
ち

着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

平
成
27
年
２
月
１
日
 

筑
紫
野
市
長
 
 
藤
田
 
陽
三

  
 

 
   
  

２
期
目
の
公
約

行
財
政
改
革

・
新
た
な
財
政
計
画
を
作
り

健
全
財
政
を
推
進

・
人
材
育
成
に
よ
る
組
織
活
性
化

事
務
効
率
化

・
市
の
経
営
計
画
で
あ
る
第
五
次
総
合
計
画
を
策
定

産
業
・
雇
用
を
つ
く
る

・
新
た
な
企
業
誘
致
と
雇
用
の
確
保
を
推
進

・
地
場
事
業
者
の
育
成

国
の
補
助
金
制
度
を
活
用

し
た
規
模
拡
大
等
の
支
援

・
商
・
工
・
農
業
の
振
興

地
産
地
消
の
拡
大

生
活
を
ま
も
る

・
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

・
防
災
・
減
災
対
策
に
よ
る
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り

・
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
防
犯
体
制
の
確
立

共
助
社
会
づ
く
り

・
コ
ミ

ニ
テ

を
核
と
し
た
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進

・
二
日
市
東
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

の
建
設
を
推
進

・
第
二
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

事
業
推
進

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ボ
ラ
ン
テ

ア
な
ど
地
域
で
活
躍
す
る

市
民
の
育
成
・
支
援

未
来
を
つ
く
る

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

・
学
校
教
育
施
設
の
整
備

教
育
委
員
会
制
度
改
革

へ
の
取
組
み

・
青
少
年
と
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成

・
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
育
む
ま
ち
づ
く
り

・
環
境
保
全
・
省
エ
ネ
等
の
推
進

都
市
基
盤
の
整
備



CHIKUSHINO CITY 2015.2.15

4

移い

動ど
う

市し

長
ち
�
う

室し
つ

—
岡
田
地
区
高
齢
者
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

—

藤
田
市
長
の
一
言

和
や
か
な
懇
談
会
の
中
で
、
本

当
に
一
生
懸
命
皆
さ
ん
方
が
岡
田

地
区
の
こ
と
を
考
え
、
一
緒
に
な

っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
、
そ
の
取
り
組
み
が

よ
く
理
解
が
で
き
て
、
本
当
に
よ

い
移
動
市
長
室
だ
っ
た
と
感
謝
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。非

常
に
内
容
の
濃
い
、
よ
い
お

話
の
中
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
サ
ロ

ン
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
大
き
な
示
唆
を
い
た

だ
い
た
と
あ
り
が
た
く
感
じ
取
り

ま
し
た
。

皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

通
算
42
回
目
と
な
る
移
動

市
長
室
を
、
12
月
25
日(

木)

に

岡
田
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
岡
田
地
区
の
高
齢
者
生

活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

(

い
き
い
き
福
祉
サ
ロ
ン
「
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
」、
い
き
い
き
福

祉
サ
ロ
ン
「
よ
り
あ
い
カ
フ

ェ
」、
岡
田
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
、

独
書
会)

と
懇
談
を
行
い
、
公

民
館
長
お
よ
び
４
団
体
か
ら

合
計
16
人
の
皆
さ
ん
の
出
席

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
４
団
体
は
、
岡
田
地
区
に

お
い
て
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岡
田
区
は
、
従
来
か
ら
の
住
民
と

新
し
く
転
入
し
て
き
た
住
民
が
混

住
す
る
住
宅
地
で
、
平
成
26
年
９

月
末
現
在
で
は
人
口
２
０
１
６
人
、

７
２
６
世
帯
が
暮
ら
し
て
お
り
、

高
齢
化
率
は
８
・
58
％
と
市
内
で

一
番
低
い
数
字
で
す
が
、
独
居
高

齢
者
を
含
め
、
近
隣
住
民
と
の
付

き
合
い
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
見
守
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

懇
談
で
は
、
各
団
体
の
活
動
内

容
や
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
団
体
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
い
、
活
動
に
至
っ

た
経
緯
や
課
題
、
今
後
の
展
開
な

ど
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
政
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
本
年
度
予

算
や
高
齢
者
生
活
支
援
に
関
係
す

る
市
の
事
業
に
つ
い
て
、
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
の
提
案
や
意
見
は
、

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
市
政
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

平
成
27
年
４
月
に
執
行
予
定
の

各
種
選
挙
に
つ
い
て
、
主
な
日
程

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

立候補予定者事務説明会 告示日
(立候補
届出日)

選挙期日

日時 場所

福岡県知事

選挙

３月12日(木)

13時30分(予定)

県庁地下２号

会議室

３月26日

(木)

４月12日(日)

福岡県議会

議員

一般選挙

３月10日(火)

13時30分(予定)
県庁３階講堂

４月３日

(金)

筑紫野市議会

議員

一般選挙

３月５日(木)

14時

生涯学習セン

ター３階視聴

覚室

４月19日

(日)
４月26日(日)

●平成27年４月実施選挙日程

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

☎(

６
４
３)

３
０
７
７

▽
筑
紫
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎(

９
２
３)

１
１
１
１

統と
う

一い
つ

地ち

方ほ
う

選せ
ん

挙き
�

の
日に

�

程て
い

を
お
知し

ら
せ
し
ま
す

今
年
度
で
風
し
ん
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
終
了
し
ま
す
。
対
象

の
人
は
、
次
の
項
目
を
確
認
の
上
、

風
し
ん
予
防
接
種
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

●
対
象

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31

日
に
接
種
を
受
け
た
次
の
①
、
②

の
人

①
女
性

妊
娠
を
予
定
・
希
望
し
て
い
る

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
で
抗

体
が
不
十
分
な
人

②
男
性

抗
体
が
不
十
分
な
妊
婦
の
配
偶

者(

ま
た
は
胎
児
の
父
親)

で
抗
体

が
不
十
分
な
人

●
受
付
期
間

平
成
27
年
４
月
15
日
ま
で

●
接
種
場
所

任
意
の
医
療
機
関(

指
定
は
あ
り

ま
せ
ん)

●
助
成
金
額

上
限
５
０
０
０
円(
１
回
限
り)

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
認
印

②
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の(
通

帳
な
ど)

③
接
種
を
受
け
た
際
の
領
収
書
の

風ふ
う

し
ん
予よ

防ぼ
う

接せ
�

種し
�

の
費ひ

用よ
う

助じ
�

成せ
い

は
３
月
31
日
ま
で
で
す

写
し

④
風
し
ん
の
抗
体
検
査
の
結
果
の

写
し

⑤
男
性
は
妊
婦
の
胎
児
の
父
親
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類(

母

子
健
康
手
帳
の
保
護
者
の
欄
な
ど)

の
写
し

●
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
交

付
の
流
れ

医
療
機
関
ま
た
は
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
で
抗
体
検
査
を
受

け
、
抗
体
が
不
足
し
て
い
る
場
合

は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
で

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

接
種
後
、
健
康
推
進
課
窓
口
で
申

請
に
よ
り
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

宝た
か
ら

く
じ
の
助じ

�

成せ
い

金き
ん

に
よ
り
自じ

治ち

会か
い

活か
つ

動ど
う

備び

品ひ
ん

を
整せ

い

備び

し
ま

し
た

筑
紫
区
第
一
自
治
会
で
は
、
宝

く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
自
治
会
活

動
に
利
用
す
る
長
テ
ー
ブ
ル
お
よ

び
イ
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
平
成
26
年
度
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が
採
択

さ
れ
た
も
の
で
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
新

公
民
館
建
設
に
よ
り
、
新
た
な
備

品
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
折

で
の
整
備
で
、
こ
れ
に
よ
り
住
民

間
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
先

戦
略
企
画
課

▲筑紫公民館のテーブルとイスを整備しました
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の
み
、
８
時
30
分
〜
17
時

▽
カ
ミ
ー
リ
ヤ(

プ
レ
イ
ル
ー
ム)

、

２
月
17
日
・
24
日(

火)

、
９
時
30
分

〜
12
時
・
13
時
30
分
〜
16
時

※
教
室
参
加
は
平
成
27
年

４
月
〜
平
成
28
年
３
月
の

期
間
に
一
度
の
み
に
な
り

ま
す
。
一
世
帯
一
カ
所
の

み
で
す
。

※
申
込
者
全
員
に
、
３
月

中
旬
頃
通
知
し
ま
す
。
な

お
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

※
「
ひ
ま
わ
り
」「
た
ん

ぽ
ぽ
」「
お
ひ
さ
ま
」
は
、

対
象
児
の
兄
弟
・
姉
妹
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
兄

弟
・
姉
妹
で
の
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、「
イ
キ
イ

キ
ッ
子(

春)

」
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
小
学
生
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
開
催
時
間

10
時
〜
11
時
30
分(

受

付
９
時
30
分
〜
９
時
50

分)※
市
民
図
書
館(

③)

は
、

10
時
15
分
〜
11
時
15
分

(

受
付
10
時
〜
10
時
15

分)

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

国
保
年
金
課
医
療
年
金
担
当
に

勤
務
す
る
年
金
相
談
員
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年ね
ん

金き
ん

相そ
う

談だ
ん

員い
ん(

嘱し
�
く

託た
く

職し
�
く

員い
ん)

を

募ぼ

集し
�
う

し
ま
す

◆
応
募
条
件

▽
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
者
ま

た
は
同
様
の
業
務
経
験
者
で
、
３

年
程
度
の
実
務
経
験
者

▽
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
人

◆
申
込
受
付
期
間

２
月
16
日(

月)

〜
27
日(

金)

※
受
付
時
間
は
、
開
庁
日
の
８
時

30
分
〜
17
時

◆
申
込
方
法(

提
出
書
類)

国
保
年
金
課
で
配
布
す
る
公
募

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
、
２
月
27
日
必

着
で
す
。

◆
任
用
予
定
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年

３
月
31
日

※
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
週

５
日
、
８
時
30
分
〜
17
時
勤
務
。

◆
報
酬

月
額
20
万
３
９
０
０
円

◆
休
暇

年
間
の
有
給
休
暇
は
20

日
。
他
に
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

◆
諸
手
当
、
社
会
保
険

交
通
費
や
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
お
よ
び
雇
用
保
険
に
係
る
保

険
料
の
本
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

8686
市
内
二
日
市
西
１-

１-

１
　

国
保
年
金
課
医
療
年
金
担
当

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理

由
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

の
財
産
と
権
利
を
守
る
制
度
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
不
要
、
相
談
無
料
で
す
。

●
日
時

３
月
３
日(

火)

10
時
〜
12

時
、
13
時
〜
15
時

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３

階
　
学
習
室
１
、
２

●
相
談
役

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

●
相
談
内
容

成
年
後
見
制
度(

法

定
後
見
・
任
意
後
見)

、
相
続
、
遺

言
、
財
産
管
理
、
死
後
事
務
な
ど

●
対
象
者

市
内
居
住
の
認
知
症

高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障

害
者
な
ど
の
関
係
者
で
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
人

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
課
　
地
域
福
祉
担
当

高こ
う

齢れ
い

者し
�

・
障し

�
う

害が
い

者し
�

の
た
め
の

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

相そ
う

談だ
ん

会か
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
、

「
イ
キ
イ
キ
ッ
子(
春)
」、
前
期
「
ひ

ま
わ
り
」「
た
ん
ぽ
ぽ
」「
お
ひ
さ

ま
」
の
親
子
教
室
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

登
録
制
で
参
加
費
は
無
料
で
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
保
護
者
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て

も
大
切
で
す
。
子
ど
も
と
向
き
合

い
、
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
、
年
齢
に
合

わ
せ
た
遊
び
方
や
育
児
に
関
す
る

相
談
、
知
識
や
情
報
の
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
。

●
対
象

市
内
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
申
込
期
間

２
月
16
日(

月)

〜
２

月
27
日(

金)

●
申
込
方
法

次
の
会
場
で
、
保
護

者(

父
母
ま
た
は
祖
父
母)

が
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
会
場
・
日
程
・
時
間

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
２
月

16
日(

月)

〜
２
月
27
日(

金)

の
平
日

平
成
27
年
度
　
親お

や

子こ

教き
�
う

室し
つ

へ

の
登と

う

録ろ
く

を
受う

け
付つ

け
ま
す

教室名 子どもの対象年齢 番号 会場 開催日 定員

イキイキッ子
(春) 就学前

春① 生涯学習センター
(軽運動室)

４月〜６月
（第２、４木曜日） 25組

春② カミーリヤ
(多目的ホール)

４月〜６月
（第１、３火曜日） 25組

ひまわり
１歳〜１歳６カ月

(平成25年９月２日〜
平成26年4月1日生)

③ 市民図書館(集会室) ４月〜９月
第１木曜日 20組

④ 筑紫南コミュニティ
センター(大研修室１）

４月〜９月
第２金曜日 20組

たんぽぽ
７カ月〜11カ月

(平成26年４月２日〜
平成26年９月１日生)

⑤ 文化会館(和室) ４月〜９月
第３水曜日 15組

⑥ カミーリヤ(和室) ４月〜９月
第２水曜日 15組

おひさま
２カ月〜６カ月

(平成26年９月２日〜
平成27年２月１日生)

⑦ 文化会館(和室) ４月〜９月
第３木曜日 15組

⑧ カミーリヤ(和室) ４月〜９月
第４金曜日 15組

●
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

平
日
８
時

30
分
〜
17
時)

☎(

９
２
２)

７
２
８
７

CHIKUSHINO CITY 2015.2.15
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

■ インターネット利用者は幅広く
総務省が発表した平成25年の報告書によると、

スマートフォンの普及などにより、福岡県のイン
ターネット利用率は82％まで増加しています。
特に59歳以上の人の利用率が著しく上昇してお
り、それに伴い以前は若い人が多数を占めていた
ワンクリック詐欺の被害に遭う人の年齢層も幅広
くなってきました。

■ 何気ない「ワンクリック」で被害が
サイトを閲覧中、年齢認証などで何気なくクリ

ックしたところ、一方的に会員登録となり、高額
な料金の請求を受けるというのがよくあるパター
ンですが、その後、請求画面が消えなくなったり、
請求メールが多量に届いたりというような手口も
増えています。特にスマートフォンで怪しいアプ
リをインストールさせられ、自分だけでなくアド
レス帳に入っている他の人の連絡先まで、サイト

●消費生活センター相談専用電話　☎(９２３)１７４１ (平日９時〜11時45分、13時〜16時30分)

業者に流出させてしまうという被害も起こってい
ます。

■ 不安をあおる画面が出ても落ち着いて
お店で買い物をする際は、お店とお客が商品の

内容と価格にお互い合意して契約が成立します。
インターネットの場合も全く同じです。まずは、
内容が分からないままクリックしただけで、直ち
に契約が成立するわけではないことを覚えておい
てください。画面上に、請求画面や個人を特定す
る情報が出ても慌
てず落ち着いて、
決して相手に連絡
をしないことが大
切です。まずは消
費生活センターに
ご相談ください。

☎ 消費生活センターだより

〜まだまだ流行中！？　ワンクリック詐欺〜

市
民
歴
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
筑ち

く

紫し

野の

と
大だ

宰ざ
い

府ふ

〜
ク
ニ
か
ら
国
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
へ
〜
」(

全
３
回)

筑
紫
野
市
は
、
多
く
の
部
分
が

水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
１
３
５
０
年
前
の

築
造
に
至
る
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の

動
乱
に
、
筑
紫
野
の
地
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
。
３
回

に
分
け
て
そ
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

第
２
回

「
北
部
九
州
と
東
ア
ジ
ア
‐
倭
の
五

王
の
時
代
の
対
外
交
流
‐
」

今
回
は
５
世
紀
と
６
世
紀
の
話

で
す
。
当
時
の
中
国
や
朝
鮮
半
島

と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
交

流
が
活
発
で
あ
っ
た
倭
の
五
王
の

時
代
、
筑
紫
野
市
を
含
め
た
北
部

九
州
と
東
ア
ジ
ア
は
、
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
か
ら
参
加
の
人
で
も
楽
し

ん
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時

２
月
28
日(

土)

、
13
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
場
所

歴
史
博
物
館
２
階
　
研

修
室

筑紫野市歴史博物館 ふるさと館ちくしの 情報

●
講
師

辻
田
淳
一
郎
さ
ん(

九
州

大
学)

●
定
員

先
着
70
人(

要
申
込)

●
申
込
開
始

２
月
20
日(

金)

、
９

時
〜

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
事
務

室
に
て
直
接
申
し
込
み

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

歴
史
博
物
館
☎(

９
２
２)

１
９
１
１

※
申
し
込
み
は
各
回
別
に
行
い
ま

す
。
第
３
回
の
申
し
込
み
は
、
３

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。▲海上から望む沖ノ島



8

CHIKUSHINO CITY 2015.2.15

新
あたら

しい地
ち

域
いき

支
し

援
えん

のあり方
かた

を考
かんが

えるフォーラム 
in 筑

ちく

紫
し

野
の

高齢者・障害者安心サポート
ネット理事長　森山 彰さん

１月10日(土)、生涯学習センターにて、公益財団法人さわやか福祉財団主催で標記のフォーラムが開
催されました。新地域支援事業(介護予防・日常生活支援総合事業)が始まり、平成37年までに筑紫野市
にあった「地域包括ケアシステム」の構築が求められる中で、目指す地域像や、いかに地域を支えるか、
市民、医療・福祉関係者、行政で考えるためのフォーラムとなりました。その概要をお知らせします。

●問い合わせ先 公益財団法人さわやか福祉財団 ☎03(5470)7751

福岡県高齢者支援課
参事　原 則正さん

「
新
し
い
地
域
支
援
を
ど
う
地

域
で
創
り
出
す
か
」

基
調
講
演
　
原
則
正
さ
ん(

福
岡

県
高
齢
者
支
援
課
参
事)

高
齢
者
人
口
、
特
に
75
歳
以
上

の
人
が
急
激
に
増
え
て
い
く
中
で
、

全
体
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
の

平
成
22
年
の
総
人
口
は
約
５
０
７

万
人
で
す
が
、
今
後
減
少
し
、
反

対
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
増
え

る
見
込
み
で
す
。
世
帯
単
位
で
は
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
と
夫
婦
の

み
の
世
帯
が
増
え
、
あ
わ
せ
て
認

知
症
高
齢
者
も
増
加
し
て
い
く
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
を
含
む
福
岡
都
市
圏

で
は
、
現
在
は
若
い
人
が
多
く
高

齢
化
率
は
低
い
で
す
が
、
今
後
急

速
に
高
齢
化
が
進
む
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
か
ら

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
体
制
を

つ
く
っ
て
い
く
か
が
、
地
域
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、

医
療
や
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体

制
を
平
成
37
年
ま
で
に
つ
く
っ
て
い

く
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
、
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
、
在

宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
人

が
早
期
に
医
療
に
繋
が
っ
て
い
く

た
め
の
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
設
置
、
地
域
で
見
守
り

支
え
る
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
な
ど
を
進
め
ま
す
。
他

に
、
日
常
生
活
の
支
援
な
ど
が
必

要
な
軽
度
の
人
に
は
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
社
会
参
加
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
や
介
護
予
防
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
え

る
た
め
、
日
中
・
夜
間
を
通
じ
た

訪
問
介
護
や
看
護
、
通
所
と
宿

泊
・
訪
問
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」

阿
部
か
お
り
さ
ん(

さ
わ
や
か
福

祉
財
団
九
州
１
ブ
ロ
ッ
ク)

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
役
割
は
、
地
域
の
地
縁

組
織(

自
治
会
な
ど)

や
各
種
団
体
な

ど
で
つ
く
る
協
議
体
同
士
や
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
筑
紫
野

市
の
地
域
に
は
、
自
治
会
の
福
祉

委
員
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、

市
民
後
見
人
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が

つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

っ
て
い
け
ば
大
き
な
社
会
資
源
に

な
り
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
市
民
後
見
人
の
重
要
性
」

森
山
彰
さ
ん(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高

齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
理
事
長)

高
齢
者
が
増
え
て
行
く
中
で
、

医
療
を
受
け
る
際
の
説
明
と
同

意
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

際
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
策
定
の
関
与
、

計
画
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と
の

契
約
な
ど
、
十
分
に
理
解
し
た

上
で
の
選
択
・
契
約
・
受
領
と

い
っ
た
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
サ

ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
も
、
受
け

手
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

民
後
見
人
の
選
任
、
活
用
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

市
民
後
見
人
は
、
社
会
貢
献

へ
の
意
欲
が
高
い
市
民
が
学
習

し
、
組
織
に
所
属
し
、
活
動
す
る

こ
と
で
、
い
つ
で
も
、
ど
の
地

0
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平成 37 年平成 22 年

高齢者 113 万人
高齢者 148 万人

人口 507 万人
人口 486 万人

県内人口は減少するが、
　高齢者数は増加する

福岡県内の人口の予測 (国立社会保障・人口問題研究所の推計 )
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新しい地域支援のあり方を考えるフォーラム in 筑紫野

▲それぞれの取組内容と積極的なご意
見・提案があったパネリストの皆さん

筑紫野市健康づくり運動サポ
ーター 会長　大西 正則さん

本町区長　椎葉 眞弓さん

▲中央区医師会の田中医師(左)と筑紫医師会の三原医師

域
で
も
養
成
、
活
用
が
で
き
ま

す
。
財
産
管
理
の
み
で
は
な
く
、

生
活
の
世
話
、
医
療
や
介
護
の

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

る
、
そ
れ
に
よ
り
充
実
し
た
生

活
を
送
る
と
い
っ
た
、
市
民
の

目
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
の
で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
よ
く
、
親
し
み
や
す
い
、
地

域
の
社
会
資
源(

医
療
・
介
護
な

ど)

に
詳
し
く
、
活
用
が
う
ま
い
、

地
域
の
助
け
合
い
や
支
援
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
や
す
い
、

な
ど
の
点
に
優
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
助
け
合
い
で
問
題

を
解
決
し
て
い
く
地
域
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
十
分
期
待
で
き
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
た
医

療
の
動
き
」

田
中
耕
太
郎
さ
ん(

福
岡
市
中
央

区
医
師
会
会
長)

と
三
原
宏
之
さ
ん

(

筑
紫
医
師
会
副
会
長)

の
対
談
か
ら

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大

綱
」
で
は
「
医
療
提
供
体
制
の
見

直
し
」
と
「
医
療
・
介
護
の
連
携

に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
２
つ
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。

筑
紫
野
市
で
は
約
10
万
人
の
市

民
の
う
ち
10
％
、
約
１
万
人
が
高

齢
者
の
み
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
病
院
に
行
け
な
い
場

合
に
は
、
昔
行
っ
て
い
た
「
臨
時

往
診
」
の
よ
う
に
在
宅
医
療
と
し

て
医
師
が
訪
問
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
医
療
だ
け
で
な
く

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
知
識
も
必

要
な
た
め
、
他
の
診
療
科
の
医
師

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
で
は
医
療
、
介
護
、

行
政
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携

し
て
、
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
、
皆

で
取
り
組
む
と
課
題
解
決
し
や
す

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ

る
た
め
に
、
あ
と
10
年
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
今
か
ら
準
備
し
て
い
け

ば
し
っ
か
り
し
た
シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
新
し
い
地
域
支
援
の
仕
組
み

を
考
え
る
」

パ
ネ
リ
ス
ト

▽
中
村
喜
美
子(

市
健
康
福
祉
部
長)

▽
木
村
孝
さ
ん(

筑
紫
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
長)

▽
大
西
正
則
さ
ん(

筑
紫
野
市
健
康

づ
く
り
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
会
長)

▽
椎
葉
眞
弓
さ
ん(

筑
紫
野
市
本
町

区
長)

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
森
山
彰
さ
ん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
市
健
康
福
祉
部
長
か
ら
今
後

の
課
題
と
し
て
、
市
の
事
業
だ
け

で
は
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
こ
と

は
難
し
い
た
め
、
地
域
と
の
連
携

が
重
要
に
な
り
、
地
域
資
源
の
発

掘
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
創
設
の

働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
支
え
合

う
体
制
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
、

と
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
木
村
さ
ん
か
ら
は
筑
紫

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組

む
、
福
祉
委
員
の
委
嘱
、
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催
、
福

祉
車
両
の
貸
出
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
や
区
の
皆
さ
ん
の
参
加

の
も
と
、
交
流
サ
ロ
ン
に
限
ら

ず
他
の
行
事
も
サ
ロ
ン
を
兼
ね

て
高
齢
者
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
今

後
、
新
し
い
地
域
支
援
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
と
き
に
行
政
区
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
が
課
題
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
森
山
さ
ん

か
ら
は
、
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
が
市
全
体
に
広
が

っ
て
い
け
ば
、
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
、
な

ぜ
必
要
か
市
民
に
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
た
め
、
よ
り
一
層
啓
発

し
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
　

ま
た
大
西
さ
ん
か
ら
は
、
筑
紫

野
市
健
康
づ
く
り
運
動
サ
ポ
ー
タ

ー
の
活
動
の
紹
介
と
し
て
、
市
の

健
康
推
進
事
業(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

高
齢
者
健
康
学
級
な
ど)

の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
お
り
、
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
な
ど

に
来
な
い
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
に

参
加
し
て
も
ら
う
か
が
今
後
の
課

題
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

次
に
、
椎
葉
さ
ん
か
ら
、
一
年

間
を
通
し
た
本
町
区
の
取
り
組
み



CHIKUSHINO CITY 2015.2.15

10

新年を迎え、市内の各地でほうげんぎょう(ほん
げんぎょう、どんど焼き)が行われました。

筑山中学校では、１月10日に毎年の伝統行事と
して行われ、今年で30回目を迎えました。

１・２年生のマラソン、部活動対抗駅伝大会に
続き、天高く組み上げられたほうげんぎょうへの
点火が行われ、今年一年の無病息災そして３年生

10月22日に寄贈いただいた、杉山三代(杉山
茂丸、夢野久作、杉山龍丸)に関する書籍82冊
を配架する「郷土の作家コーナー」を設置しま
したので、除幕式が市民図書館で行われました。
寄贈いただいた杉山満丸さんには藤田市長から
感謝状が贈られました。

館内のみの閲覧となりますが、市民図書館を
訪れた際には、ぜひ手に取ってご覧ください。

の希望進路実現への願いが込められた燃え上がる
炎を生徒、職員、ＰＴＡをはじめとする地域の皆
さんで囲み、思いを新たにしました。

また、二日市小学校では、二日市コミュニティ
運営協議会設立後の初めての取り組みとして１月
12日に行われ、子どもから大人まで多くの人が集
まり、今年一年の無病息災を願いました。

▲筑山中学校で毎年行われる豪快なほうげんぎょう ▲二日市小学校では地域の皆さんでにぎわいました

市内各地でほうげんぎょうが行われる

１月
上旬 ふるさとの伝統行事で今年の無病息災を願う　　

武蔵寺消防演習

１/25 文化財防火デーにあわせて
訓練を実施　 １/６ 杉山三代の功績を

市の宝に　
「郷土の作家コーナー」除幕式

▲杉山満丸さん(左)に感謝状を贈呈しました

Chikushino City Topics ち く し の ク リ ッ プ●問い合わせ先　秘書広報課

１月26日の文化財防火デーにあわせて、市内
武蔵の武蔵寺にて消防演習を実施しました。

筑紫野太宰府消防本部、消防団二日市分団、
二日市消防後援会の皆さんが参加し、機敏な動
きで迅速に水を上げ、放水を行いました。

演習後には住職から「武蔵寺全体が文化財と
言えるので、訓練をしていただけると大変心強
い」と謝辞がありました。

▲素早く放水を行った消防署員と消防団員
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今年も出初式を筑山中学校で開催し、筑紫野
市太宰府市の両市消防団員、消防本部職員のほ
か、多くの皆さんが来場しました。

式では勇壮な分列行進を行い、また日頃の訓
練の成果である、消防団員によるポンプ操法や
消防本部による消防演習が行われ、最後に宝満
川河川敷で両市消防団による一斉放水が行われ
ました。

平成27年筑紫野市太宰府市合同消防出初式

１/11

▲消防団山家分団による、規律正しい小型ポンプ操法

▲一斉にスタートを切るランナーたち ▲一般の部では職場や保護者会などからも参加がありました

第59回筑紫野市駅伝大会

ゴールを目指して、寒風の中たすきをつなぐ　　１/18

市内のイベントや出来事をお知らせします Chikushino City Topics

筑紫野市の新春の風物詩として定着し、今年で
59回目を迎えた「筑紫野市駅伝大会」が、総合公
園で開催されました。

当日は肌を刺すような寒風が吹く一日でしたが、
出場した53チームのランナーたちは、仲間の応援
に励まされながら懸命にたすきをつないでいまし
た。

【大会結果】
中学の部　優勝　筑紫野南中陸上部Ａ　
高校の部　優勝　九州産業高校陸上競技部
一般の部　優勝　九州産業高校駅伝部ＯＢチーム

▲筑紫野市、太宰府市、両市消防団による一斉放水

▲筑紫野太宰府消防本部による消防演習

今年も地域の安全安心を守ることを誓う
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　       ちくしの文化講座  歴史講座　  

 生涯学習課  ☎ (918)3535 (代表)　

 “人 生は先達に学べ！”  人となりをよみがえ
らせる名人が、歴史から先達の生き方を　

　通して、人生の教訓やヒント、学ぶことの楽しさを
　語ります。

　　　～維新の原動力～
　明治維新の原動力となった人物
　を多数輩出した「松下村塾」。
　塾生たちが幕末の時代にどの
　ような活躍をしたのか、妹「文」
　の話も織り交ぜながら語って
　いただきます。

　◆日時　3月15日 ( 日 )
　　　　　10 時～ 12 時   ( 時間延長の場合あり )
　◆場所　生涯学習センター 3階  視聴覚室
　◆対象・定員　成人・70 人
　◆語り手　今長谷  照子さん ( 元篠栗町図書館副館長 )
　◆受講料　510 円
　※申し込み不要。当日会場で受講料をお支払いください。

筑紫野市日本語教室 ワイワイ日本語ちくしの
   市内の外国人の方のための日本語教室です。地域
   のボランティアスタッフが中心となって楽しく活動
   しています。見学は下記までご連絡ください。
　◆日時　毎月第 1～ 4火曜日   10 時～ 12 時
　◆場所　生涯学習センター
　 　生涯学習課生涯学習推進・青少年担当
　　 「日本語教室」係　☎ (918)3535( 代表 )
問

「日本語教室ボランティアスタッフ研修会」　　  

　

　

　
　
　

　

問

【字・画　今長谷 照子】

日本語教育専門書籍を寄贈
　梅

うめ の

埜 國夫さん (市内筑紫駅前通在住)から、日本語
　教育専門書籍等 120 点余を寄贈していただきま
　した。故・秀子夫人が日本語教師として活動時
　の教材や、テキスト、辞書等の貴重な資料です。
　梅埜さんは「筑紫野市にも日本語教室ができた
　と聞いた。そこで活用してもらえれば」との
　お申し出でした。
　教材は日本語教室で大事に
　使わせていただきます。
　ありがとうございました。
　　生涯学習課
　　 ☎ (918)3535(代表 )　 【梅埜 國夫・秀子夫妻】
問

【筑紫野市日本語教室「ワイワイ
日本語ちくしの」学習のようす】

 　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課 生涯学習推進・青少年担当「日本語教室」 ☎ (918)3535( 代表 )

日本語教室で、すぐに実践できるいろいろな活動例をご紹介します。地域の日本語教室でボランティア
活動中の方だけでなく、日本語ボランティアに興味のある方ならどなたでもどうぞご参加ください。

◆日時・内容等　　　※都合により変更になる場合があります

◆参加費　無料
◆対象　「日本語ボランティア」に関心のある人ならどなたでも　
◆申込方法　2月 28 日 ( 土 )までに、生涯学習課生涯学習推進・青少年担当

　　まで、電話、メールまたは生涯学習センターに直接来館のうえ、申し込み
　　ください。(メールの場合、表題に「日本語ボランティアスキルアップ講座」
　　と記入のうえ、①住所、②氏名、③電話番号をお知らせください )
◆申し込み・問い合わせ先　生涯学習課 生涯学習推進・青少年担当
　　☎ (918)3535( 代表)　電子メール：k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp　
☆講座受講後は日本語教室に参加してみませんか？

問

回 日時 場所 内容 ( 予定 ) 講師

1 3月3日(火 ) 13時30分～15時30分
生涯学習センター
3階　学習室 6

日本語教室で楽しくできる
レクリエーションの取り入れ方

佐藤 靖典さん (NPO法人 福岡県
レクリエーション協会専務理事 )

2 3月10日(火 )13時30分～16時30分
生涯学習センター
3階　視聴覚室

会話が続く
日本語の会話指導のコツ

守山 惠子さん ( 福岡女学院
大学人文学部 准教授 )

3 3月15日(日 )13時30分～16時30分
生涯学習センター
3階　学習室 6

来日直後の外国人に対する
日本事情指導

篠﨑 大司さん ( 別府大学文学
部国際言語・文化学科 准教授 )

　～日本語の教え方ワークショップ～
に　ほん　ご　　 おし　　かた
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生涯学習ボランティアバンク　  

ボランティアバンク事務局  ☎ (918)3220(直通 )　 

3 月は全地域合同で開催します。
「脳トレお元気チェック」「缶トリーゲーム」など

　誰にでも簡単に負担なく参加できるニュースポーツを
　紹介します。サロン活動などに取り入れてみてはいかが
　ですか。お誘い合わせの上、気軽にご参加ください。

　◆日時　3月 6日 ( 金 ) 13 時 30 分 ～15 時 30 分
　◆場所　カミーリヤ 多目的ホール
　◆対象　ボランティアバンク登録者およびボラン
　　　　　ティアに興味のある人はどなたでも
　◆参加費　無料
　◆持参品　上靴、飲み物、タオル
　◆申込方法　下記ボランティアバンク事務局まで
　　　　　　　まで電話等でご連絡ください。

　　筑紫野市ボランティアバンクの会が行っている
　　事業で、毎月ボランティア活動に役立つ技の
　　学習や情報交換などを、市内各地域のコミュニ
　　ティセンターで行っています。ボランティアに
　　興味のある人はどなたでも参加できます。27年
　　度の予定など、詳細は広報でお知らせします。

　◆申し込み・問い合わせ先　
　　生涯学習ボランティアバンク事務局
　　生涯学習センター内
　　☎ (918)3220( 直通 )　FAX (918)3230
　※開室時間：月～金曜日９時30分～16時30分
   　ホームページ    http://www.boraban.sakura.ne.jp/
   　電子メール    boraban-chikushino@rondo.ocn.ne.jp

▲昨年の活動のようす

問

   筑紫南コミュニティセンター 図書室   はらっぱの会 　  

 はらっぱの会　☎ (927)1216( 直通 )　

読み聞かせに興味のある方ならどなたでも
どうぞ。読み聞かせの基本から学びます。

　◆日時
　◆場所　筑紫南コミュニティ センター 図書室
　◆講師　野﨑 文子さん
　◆申込方法　筑紫南コミュニティセンター図書室
　　　　　　　まで電話で申し込みください。
　◆申込締切　2 月 21 日 ( 土 )
　◆問い合わせ先　筑紫南コミュニティセンター
　　図書室 はらっぱの会　☎ (927)1216( 直通 )
　※開室時間：
　　はらっぱの会ホームページ
　   http://blog.goo.ne.jp/minami-harappanokai

問

生
しょうがいがくしゅう

涯学習センター2月の休
きゅうかんび

館日
  2月 23日 ( 月 )　毎月第４月曜日は定期休館日。

　　館内清掃 ( ワックスがけ等 ) のためお休みです。

  2月 24日 ( 火 )　毎年2月と8月の第4火曜日は
   エレベータ等の施設保守点検および
   害虫駆除のためお休みです。  

　    生涯学習課  ☎ (918)3535( 代表)

 竜岩自然の家管理棟の老朽化に伴い、下記の日程
 で改修工事を行います。工事期間中は利用者、近
 隣住民の皆様にはご不便ご迷惑をおかけしますが
 ご理解とご協力の程、よろしくお願いします。
 なお、工事期間中も事務室では通常業務を行って
 います。施設予約等は下記までお願いします。
　◆工事期間　2 月～ 3月末頃
　◆工事箇所　竜岩自然の家管理棟 
  ☆施設予約、問い合わせは
  　竜岩自然の家の休所日　
     (毎週水曜日)を除く9時～
　17時の間にお願いします。
    　竜岩自然の家
　　☎ (921)3455( 市内柚須原 373-1)　
問 【竜岩自然の家 管理棟】

問

　▼講座のあとはおはなし会に参加してみませんか？
　   

名称 開催日 対象

はらっぱの会の
おはなし会

第1木曜日11時～
年齢制限なし第2土曜日11時～

金のすずの
おはなし会 第2木曜日11時～ 0歳～ 2歳対象

赤ちゃんと絵本の会
まんまるのおはなし会 第3木曜日11時～ 0歳～ 2歳対象

ぶっくままプチ
のおはなし会 第4木曜日11時～ 年齢制限なし

竜岩自然の家からのお知らせ
竜岩自然の家  管理棟
改修工事のお知らせ

第3火曜日11時～

？
筑紫南コミュニティセンター図書室おはなし会の予定

火～土曜日 10 時～ 17 時

　2月23日(月 ) 13時30分～15時30分
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宇宇
う

宙宙
ち ゅ う

へへのの扉扉
と び ら

 
図書館報 第 48号 【問い合わせ先】 

市民図書館  

(928)4343 
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あん  ざい　　　ひとし



15

CHIKUSHINO CITY 2015.2.15



濱
はま

部
べ

真
ま

大
ひろ

ちゃん １歳
（２月４日生まれ）紫

真
大
く
ん
１
歳
お
め

で
と
う

元
気
い

ぱ
い
笑
顔
い

ぱ
い

で

す
く
す
く
大
き

く
な

て
ね

い
つ
も
心
を
ぽ

か

ぽ
か
に
し
て
く
れ
る

颯
ち

ん
ス
マ
イ
ル

元
気
に
す
く
す
く

大
き
く
な
あ
れ
♪

梅
うめ

井
い

遙
はる

香
か

ちゃん １歳
（２月26日生まれ）二日市中央

一
歳
お
め
で
と
う

遙
香
ち

ん
の
笑
顔

が
大
好
き
で
す

こ

れ
か
ら
も
一
緒
に
成

長
し
て
い
こ
う
ね

小
こ

宮
みや

颯
そう

心
しん

ちゃん １歳
（２月５日生まれ）美しが丘北

矢
や

野
の

絹
きぬ

果
か

ちゃん １歳
（２月５日生まれ）筑紫

笑
顔
が
ち

ら
さ
ん

絹
果
１
歳
お
め
で

と
う
！
沢
山
食
べ
て

大
き
く
な

れ
♪
ね

ね
と
仲
良
く
ね

井
い

手
で

満
みつ

博
ひろ

ちゃん １歳
（２月14日生まれ）若江

最
近
筑
紫
に
住
む
事

に
な

た
満
博
く
ん

マ
マ
の
育

た
筑
紫

で
健
康
で
強
く
大
き

く
育

て
ね

元
もと

田
だ

真
ま　さ

聖
と

ちゃん ２歳
（２月６日生まれ）塔原東

真
聖
君

２
歳
の
お

誕
生
日
お
め
で
と
う

♪
い
つ
も

元
気
な

笑
顔
あ
り
が
と
う

山
やま

下
した

咲
さき

乃
の

ちゃん ２歳
（２月13日生まれ）筑紫

咲
乃
２
歳
お
め
で
と

う

こ
れ
か
ら
も
ね

ね
と
元
気
い

ぱ

い
歌

て
踊

て
た

く
さ
ん
笑
お
う
ね
♪

中
なか

野
の

晴
はる

音
ね

ちゃん ３歳
（２月28日生まれ）紫

お
喋
り
好
き
な
ハ
ル

ち

ん

も
う
赤
ち

ん
じ

な
い
よ
！

と
い
う
言
葉
に
成
長

を
感
じ
て
い
る
よ

昂
ノ
輔

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
♪
こ
れ

か
ら
も
兄
弟
仲
良
く

明
る
く
元
気
に
育

て
ね

大
好
き

中
なか

村
むら

一
いっ

惺
せい

ちゃん １歳
（２月26日生まれ）杉塚

笑
顔
い

ぱ
い

の
１
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に

村
むら

優
ゆ

那
な

ちゃん ３歳
（２月８日生まれ）筑紫

大
好
き
な
優
那

優

那
の
成
長
が
楽
し
み

で
す

そ
し
て
こ
れ

か
ら
い

ぱ
い
思
い

出
を
作
ろ
う
ね

大
おお

矢
や

昂
こう

ノ
の

輔
すけ

ちゃん ３歳
（２月10日生まれ）むさしヶ丘

お
誕た

ん

生じ

う

日び

お
め
で
と
う
！
コ

ナ

の
受う

け

付つ
け

方ほ
う

法ほ
う

を
変へ

ん

更こ
う

し
ま
す

コ

ナ

へ
の
申
し
込
み
の
機
会
を
増
や
す
た
め

６
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
６
月
１
日
号

15
日
号
掲
載

分
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す

●
新
し
い
申
込
方
法

誕
生
月
の
３
カ
月
前
の
初
日
か
ら
20
日
間
程
度

電
子
メ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

郵
送
で
受
付

定
員
を
超

え
た
場
合
は
月
末
に
抽
選
を
行
い
ま
す

●
定
員

５
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
か
ら
24
人
に
変
更

し
て
い
ま
す

６
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
申
込
方
法

★
受
付
期
間

３
月
２
日
月

20
日
金

★
申
込
方
法

電
子
メ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

郵
送
ハ
ガ
キ
ま
た

は
封
書
に
記
載
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

当
日
消
印
有
効

応
募
の
中
か
ら
抽
選
で
24
人
ま
で
を
掲
載
し
ま

す

各
号
12
人

※
電
話
で
は
受
け
付
け
を
行
い
ま
せ
ん

★
記
載
事
項

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
」
コ

ナ

名

子
ど
も
の
名
前
漢
字

ふ
り
が
な

誕
生
日
年

月
日

保
護
者
氏
名

住
所

電
話
番
号

★
申
し
込
み
先

▽
電
子
メ

ル

▽
FAX
９
２
３
５
３
９
１

▽
郵
送
の
場
合

〒
818
8686
住
所
記
入
不
要

筑
紫
野
市
役
所
秘
書
広
報
課
あ
て

後
日

抽
選
の
結
果
を
送
付
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当

h
ish
o
ko
u
h
o
u
@
c
ity.

　
　

c
h
iku
sh
in
o
.fu
ku
o
ka
.jp

よし
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お誕生日の思い出に……３歳まで

おめでとう!
お誕生日
おめでとう!
お誕生日

たんじょうび

★ ２月生まれ ★

◎お誕生日おめでとう！コーナーの申
し込み方法を６月生まれの子どもか
ら変更します。詳しくは下の欄を確
認してください。

●問い合わせ先 秘書広報課
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市役所   ………………………… (923)1111
上下水道料金総務課 料金担当…(923)7111
上下水道工務課 給排水担当  … (923)7172
山口コミュニティセンター ……(922)2551
筑紫コミュニティセンター ……(926)2913
山家コミュニティセンター ……(926)2809
御笠コミュニティセンター ……(922)2601
二日市コミュニティセンター …(920)5123
筑紫南コミュニティセンター …(919)8400
生涯学習センター ………………(918)3535
市民図書館 ………………………(928)4343
歴史博物館  ……………………(922)1911
人権文化センター ……………… (926)4136
カミーリヤ …………………… (920)8000
文化会館 ………………………… (925)4321
クリーンヒル宝満 ……………… (926)5300
筑慈苑(火葬場) …………………(926)1892
社会福祉協議会 ………………… (920)8008
シルバー人材センター …………(919)7755
筑紫野警察署 …………………… (929)0110
筑紫野消防署 …………………… (924)5034

電 話 番 号 案 内

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△

お知らせ
コーナー

Information

1 2 月 の 交 通 事 故
市内の人身事故のみ
・発生件数　50件(668件)
・死者数　　０人(１人)
・傷者数　　68人(897人)
死者・傷者訳の主なもの
・自転車　　２件(107件)
・高齢者(65歳以上)

18件(187件)

飲酒運転事故件数０件(３件)

※(　)内は平成26年１月〜12
月の累計

福ふ
く

岡お
か

共き
�
う

同ど
う

公こ
う

文ぶ
ん

書し
�

館か
ん

企き

画か
く

展て
ん

「
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
災さ

い

害が
い

の
記き

録ろ
く

」

耳み
み

の
日ひ

の
イ
ベ
ン
ト

学が
�

校こ
う

給き
�
う

食し
�
く

フ
ェ
ア

県
で
は
平
成
21
年
５
月
31
日
ま
で

に
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。(

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
自
動
火
災

報
知
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

は
不
要
で
す
。)

筑
紫
野
消
防
署
で
は
、
平
成
23
年

９
月
か
ら
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者

を
な
く
す
た
め
、
管
内
の
戸
建
住
宅

を
消
防
職
員
が
訪
問
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
で
全
世
帯
訪
問
が
終

了
し
ま
し
た
の
で
、
平
成
27
年
２
月

か
ら
前
回
訪
問
の
不
在
宅
お
よ
び
未

設
置
宅
の
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
促
進
す

る
た
め
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

住じ
�
う

宅た
く

用よ
う

火か

災さ
い

警け
い

報ほ
う

器き

設せ
�

置ち

促そ
く

進し
ん

の
た
め
、
消し

�
う

防ぼ
う

職し
�
く

員い
ん

が
戸こ

別べ
つ

訪ほ
う

問も
ん

し
ま
す お

し
ら
せ

九き
�
う

博は
く

子こ

ど
も
フ
ェ
ス
タ

児じ

童ど
う

劇げ
き

団だ
ん

つ
ば
さ
定て

い

期き

公こ
う

演え
ん

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

な
お
、
消
防
職
員
が
警
報
器
を
販

売
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間

２
月
か
ら
訪
問
実
施
予
定

●
場
所

二
日
市
地
区

●
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
消
防
署

警
備
第
１
係
☎(

９
２
４)

５
０
３
５

※
戸
別
訪
問
は
、
玄
関
先
で
の
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
、
家
の
中
に
は
上

が
り
ま
せ
ん
。

あ
ん
な
い

●
日
時
２
月
15
日(

日)

、
13
時
30
分

開
場
、
14
時
開
演
　
●
場
所
小
郡
市

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
●
料
金
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
児
童
劇
団
つ
ば
さ

(

山

)

☎

０
９
０(

９
５
６
２)

６
０
５
４

イ
ベ
ン
ト

人
気
の
「
貝
殻
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く

り
」
な
ど
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
楽

し
み
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
ん
で
く
だ
さ
い
。(

参
加
無
料)

歳
を
と
っ
て
も
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
豊
か
に
暮
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

(

申
込
不
要
、
参
加
無
料)

●
日
時
３
月
７
日(

土)

、
10
時
〜
12

時
　
●
場
所
筑
紫
公
民
館
　
●
講
師

大
谷
る
み
子
さ
ん(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

長)
●
テ
ー
マ
ま
ち
で
み
ん
な
で
認

知
症
の
人
を
つ
つ
む
　
●
問
い
合
わ

せ
先
筑
紫
区
福
祉
部
☎(

９
２
６)

５

５
７
７

筑ち
く

紫し

区く

福ふ
く

祉し

部ぶ

セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
２
月
22
日(

日)

、
10
時
〜
16

時
　
●
場
所
九
州
国
立
博
物
館
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ホ
ー
ル
他
　
※
同
時
開
催
「
筑
紫
地

区
小
学
校
児
童
画
展
」
２
月
17
日(

火)

〜
22
日(

日)

、
10
時
〜
17
時
　
●
問
い

合
わ
せ
先
九
州
国
立
博
物
館
を
愛
す

る
会
☎

０
５
０(

５
５
４
２)

８
６
０

０
／
HPhttp://w

w
w

.kyuhaku.jp

平
成
３
年
の
台
風
17
号
・
19
号
、

平
成
17
年
の
西
方
沖
地
震
、
平
成
24

年
の
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
福
岡
県

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害

の
記
録
を
集
め
て
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
２
月
17
日(

火)

〜
３
月
29
日

(

日)

、
９
時
〜
17
時
　
●
場
所
福
岡

共
同
公
文
書
館(

市
内
上
古
賀)

●
問

い
合
わ
せ
先
福
岡
共
同
公
文
書
館
☎

(
９
１
９)

６
１
６
６
／
HPhttp://ko

bunsyokan.pref.fukuoka.lg.jp/

●
日
時
３
月
１
日(

日)

、
10
時
〜
15

時
　
●
場
所
ア
ク
ロ
ス
福
岡(

福
岡
市

中
央
区)

●
内
容
講
演
会
、
相
談
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
　
●
問
い
合
わ

せ
先
福
岡
地
区
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

会
広
報
担
当
　
宿
久
耳
鼻
咽
喉
科

☎(

５
７
４)

４
１
８
７

●
日
時
３
月
１
日(

日)

、
10
時
〜
16

時
30
分
　
●
場
所
福
岡
県
学
校
給
食

会(

市
内
紫)

●
内
容
親
子
ク
ッ
キ

ン
グ(

事
前
申
込
が
必
要)

、
学
校
給
食

の
試
食
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
体
験
活

動
コ
ー
ナ
ー
な
ど
　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
県
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健

康
課
「
学
校
給
食
フ
ェ
ア
」
係
☎(

６

４
３)

３
９
２
２

﨑



18

CHIKUSHINO CITY 2015.2.15

精せ
い

神し
ん

保ほ

健け
ん

福ふ
く

祉し

家か

族ぞ
く

講こ
う

座ざ

骨こ
つ

盤ば
ん

体た
い

操そ
う

教き
�
う

室し
つ

久く

留る

米め

高こ
う

等と
う

技ぎ

術じ
�
つ

専せ
ん

門も
ん

校こ
う

訓く
ん

練れ
ん

生せ
い

募ぼ

集し
�
う

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点て

ん

字じ

教き
�
う

室し
つ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団だ

ん

員い
ん

募ぼ

集し
�
う

さ
る
び
あ
学が

く

園え
ん

日に
�

中ち
�
う

一い
ち

時じ

支し

援え
ん

事じ

業ぎ
�
う

ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ

軟な
ん

式し
き

野や

球き
�
う

公こ
う

認に
ん

審し
ん

判ぱ
ん

員い
ん

募ぼ

集し
�
う

博は
か

多た

座ざ

「
市し

民み
ん

半は
ん

額が
く

観か
ん

劇げ
き

会か
い

」

ぼ
し
�
う

子
ど
も
へ
の
Ｄ
Ｖ
の
正
し
い
知
識

と
、
学
校
や
家
庭
で
で
き
る
防
止
教

育
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

(

全
３
回
、
参
加
無
料
、
要
申
込)

●
期
間
①
２
月
22
日(

日)

、
10
時
〜

15
時
、
②
３
月
１
日(

日)

、
10
時
〜
12

時
30
分
、
③
３
月
８
日(

日)

、
13
時
〜

16
時
　
●
場
所
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

(

春
日
市)

●
対
象

教
育
関
係
者
、

保
護
者
、
関
心
が
あ
る
人
　
●
内
容

Ｄ
Ｖ
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
医

師
な
ど
に
よ
る
講
演
　
●
申
し
込

教き
�
う

職し
�
く

員い
ん

・
親お

や

の
た
め
の
Ｄ
Ｖ
防ぼ

う

止し

セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
２
月
24
日(

火)

、
14
時
〜
16

時
　
●
場
所
筑
紫
総
合
庁
舎(

大
野
城

市)

●
内
容
講
演
「
地
域
で
暮
ら
す

準
備
っ
て
何
だ
ろ
う
？
〜
退
院
支
援

の
現
場
か
ら
〜
」
　
●
対
象
精
神
障

害
者
の
家
族
な
ど
　
●
定
員

50
人

●
申
込
方
法
２
月
17
日(

火)

ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
　
●
申
し
込
み
･

問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
増
進
課
☎(

５
１
３)

５
５

８
５

骨
盤
体
操
で
骨
盤
の
ズ
レ
や
ゆ
が

み
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。(

参
加
無
料)

●
日
時
３
月
12
日(

木)

、
10
時
〜
12

時
　
●
場
所
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー(

市
内
岡
田
カ
ミ
ー
リ
ヤ

南
側)

●
対
象
市
内
に
住
む
60
歳
以

上
の
人
　
●
定
員
先
着
20
人
　
●
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
同
セ
ン
タ

ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

●
募
集
科
目
自
動
車
整
備
科(

20
人)

、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科(

20
人)

、
建
築
科

(

30
人)

、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
前
期(

30

人)

●
応
募
期
限

３
月
６
日(

金)

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
２
月
27
日(

金)

●
選
考
方
法
筆
記
試
験
、
面
接
　
※

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る
入
校

願
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
　
●
問

い
合
わ
せ
先
県
立
久
留
米
高
等
技
術

専
門
校
☎

０
９
４
２(

３
２)

８
７
９
５

●
期
間
４
月
７
日(

火)

〜
６
月
30
日

(
火)

、
毎
週
火
曜
日
、
10
時
〜
12
時

●
場
所

Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館(

福
岡
市
中
央

区)
●
定
員
先
着
20
人
　
●
申
込
方

法
３
月
２
日(
月)

９
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発
株
式
会
社
点
字
教

室
係
　
☎(

７
５
１)

４
０
７
０

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
野
外
活
動

を
主
に
し
た
青
少
年
教
育
活
動
で
す
。

●
対
象
小
学
校
１
〜
３
年
生
の
男
子
、

●
利
用
日
３
月
12
日(

木)

〜
４
月
３

日(

金)

●
対
象
市
内
に
居
住
す
る

地
域
生
活
支
援
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
　
●
申
込
方
法
２
月

16
日(

月)

〜
25
日(

水)

に
電
話
で
申
し

込
み
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
筑
紫
野
市
さ
る
び
あ
学
園
☎(

９
２

６)

７
８
０
０

●
対
象
野
球
の
愛
好
者
で
健
康
な
男

女(

初
心
者
歓
迎)

●
研
修
会
毎
月

第
２
・
４
水
曜
日
、
19
時
30
分
〜
21

時
　
※
４
月
か
ら
は
日
曜
日
に
変
更

歌
舞
奏
ス
ペ
シ
ャ
ル(

出
演
五
木
ひ

ろ
し
ほ
か)

が
半
額
で
観
劇
で
き
ま
す
。
　

●
日
時

平
成
27
年
４
月
　
①
10
日

(

金)

11
時
②
11
日(

土)

15
時
30
分
③

13
日(

月)

11
時

④
13
日(

月)

15
時
30

分
⑤
14
日(

火)

11
時
　
⑥
15
日(

水)

11
時
　
⑦
15
日(

水)

15
時
30
分
　
●
場

所
博
多
座(

福
岡
市
博
多
区)

●
料

金
Ａ
席
６
５
０
０
円(

通
常
１
万
３
０

０
０
円)

※
手
数
料
等
別
途
　
●
申
込

方
法
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
時(

１
通
１
公

演)

、
参
加
人
数(

２
人
ま
で)

、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
２
月
23
日(

月)

ま
で

に
〒
810-

8799
日
本
郵
便(

株)

福
岡
中
央

郵
便
局
留
「
市
民
半
額
会
」
あ
て
郵

送
　
●
問
い
合
わ
せ
先
日
本
演
劇
興

行
協
会
市
民
半
額
会
事
務
局
☎(

７
５

１)

８
２
５
８

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
な
が
ら
柔
道
を
習
い
、
同

時
に
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。
指
導
者
も
多
数
い
ま
す
。

●
日
時
▽
月
・
水
曜
日
、
18
時
〜
20

時
▽
土
曜
日
、
15
時
〜
17
時
　
●
場

所
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先
桜
武
会(

小
島)

☎

(

９
２
５)

２
０
７
８

柔じ
�
う

道ど
う

●
日
時
３
月
７
日(

土)

、
13
時
〜
16

時
　
●
場
所
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ(

遠

賀
郡
岡
垣
町)

●
講
演
「
発
達
障
害

の
当
事
者
が
求
め
る
支
援
を
考
え
る

〜
高
機
能
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
の
10
年
間
の
追

跡
調
査
の
結
果
を
通
し
て
〜
」
木
谷

秀
勝
さ
ん(

山
口
大
学
教
授)

●
定
員

４
０
０
人(

参
加
無
料)

※
２
月
27
日

(

金)

ま
で
に
申
し
込
み
　
●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
・
も
あ
☎

０
９
４
７(

４
６)

９
５
０
５

み
･
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る
☎(

５
８

４)

１
２
６
１

●
場
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
●
審

判
一
般
、
学
童
の
各
種
大
会
、
リ
ー

グ
戦
お
よ
び
早
朝
、
ナ
イ
タ
ー
に
派

遣
　
●
問
い
合
わ
せ
先
全
日
本
軟
式

野
球
福
岡
県
連
筑
紫
支
部(

本
岡)

☎

(

９
２
３)

４
７
０
９

８
人(

学
年
は
27
年
４
月
時
点)

●
申

込
方
法
本
人
と
保
護
者
の
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
小
学
校
名
を
記
入

し
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0085
市
内
針
摺
北
９-

２
　
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
筑
紫
第
２
団
事
務
局(

深

浦)

☎

・
Ｆ
Ａ
Ｘ(

９
２
４)

５
８
２
８

還か
ん

暦れ
き

軟な
ん

式し
き

野や

球き
�
う

こ
れ
か
ら
で
す
。
打
っ
て
走
っ
て

楽
し
く
野
球
を
や
り
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
59
歳
以
上
の
人
　
●
練
習
日

火
・
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

●
場

所
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

他
　
●
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
球
友
ク

ラ
ブ(

花
田)

☎

０
９
０(

７
３
８
３)

８

９
９
５

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

発は
�

達た
つ

障し
�
う

害が
い

者し
�

支し

援え
ん

セ
ン

タ
ー
啓け

い

発は
つ

事じ

業ぎ
�
う

講こ
う

演え
ん

会か
い
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u内　福岡大学筑紫病院　　俗明院　　　(９２１)１０１１
u外　福岡大学筑紫病院　　俗明院　　　(９２１)１０１１
u産　永川産婦人科医院　　紫　　　　　(９２２)３１６４
u小　福岡大学筑紫病院　　俗明院　　　(９２１)１０１１

内科と外科、小児科の平日夜間当番医は、市役所・消防署に問
合せください。

診療時間は９時〜17時
(小児科は９時〜23時)

●病院などの都合で変更されることがありますので、市役所ま
たは消防署☎(924)5034で事前に確認してください。

19時〜翌朝７時

☎＃８０００
休日・夜間の急な子どもの病気の対処に迷っ
たときの電話相談です。携帯電話からも可。

２月15日(日)
u内　高須医院　　　　　　春日市　　　(５７５)３５１１
u外　山本医院　　　　　　美しが丘南　(９２６)８３３３
u産　牛島産婦人科医院　　太宰府市　　(９２１)２５１１
u小　福岡徳洲会病院　　　春日市　　　(５７３)６６２２

小
しょう

児
に

救
きゅう

急
きゅう

電
で ん

話
わ

相
そ う

談
だ ん

診療時間は９時〜16時歯
し

科
か

休
きゅう

日
じ つ

急
きゅう

患
か ん

診
し ん

療
りょう

休日急患歯科診療所　春日市　(５７１)０１１８
※全ての日曜日・祝日・お盆・年末年始の歯科急患に対応しています。

緊
き ん

急
きゅう

漏
ろ う

水
す い

時
じ

の水
す い

道
ど う

当
と う

番
ば ん

業
ぎょう

者
し ゃ

●水道当番業者(２月後半)

日程 業者名 電話番号

２月15日 (有)馬場崎設備 (９２４)１６７２

２月16日〜２月22日 (株)朝日プラント (９２４)１５３６

２月23日〜２月28日 (株)帆足設備 (９２２)６３８２

２月の納
の う

税
ぜ い

と納
の う

付
ふ

●問い合わせ先　上下水道工務課 ☎(９２３)７１１２

国民健康保険税 ９期

介護保険料 ９期

後期高齢者医療保険料 ８期

２月22日(日)

女性センター相談 

身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒
に考えます。
●相談日時 月〜金曜日(祝日・年末年始を除く)、
10時〜17時 (木曜日のみ10時〜20時30分) ●相
談電話番号 ☎(５１３)７３３５

総合相談

女性弁護士による法律相談

●日時 月〜金曜日(休館日、祝日除く)、９時〜16
時30分　●相談方法 電話、面接(要予約)

●日程 ３月10日(火)【２月25日から予約受付】
②３月24日(火)【３月11日から予約受付】●時間
13時〜16時(１人30分程度)　●場所 生涯学習セ
ンター内 女性相談室　●申込方法 電話で予約

心や生き方の相談
●日時 ３月５日(木)・19日(木)、13時30分〜16
時30分　●場所 生涯学習センター内 女性相談室
●申込方法 電話で予約

●申し込み・問い合わせ先 男女共同参画推進課
☎(９１８)１３１１ ※２月23日(月)、24日(火)は休館

電話相談・ちくし女性ホットライン　
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あなたも

筑紫野市健康づくり運動サポーター
自身の健康づくりと、地域で健康づくりの輪を

広げる活動を楽しみながらやってみませんか？
平成27年度養成講座の参加者を募集します。

●対象
市内在住で運動に興味があり、健康づくり運動
サポーターとして地域で活動できる人

●定員 20人(応募多数の場合は抽選)
●教材費 年間1000円
●内容

講話・実践などが盛りだくさん!!
・筑紫野市の健康づくりの現状について
・保健師、管理栄養士からのメタボ、ロコモ予防
・体の仕組み(筋肉の名前など)
・熱中症予防、けが予防
・運動実践を通した安全確保のためのサポート実習
・レクリエーション協会の講師による「コミュニケ

ーションワーク」
・現場体験(コミュニティセンター、公民館での健

康教室)　など
●申込方法

３月27日(金)までに電話または健康推進課窓口
で「名前、住所、電話番号」をお伝えください。

●申し込み・問い合わせ先
健康推進課(カミーリヤ内)☎(９２０)８６１１

●日時 ５月15日(金)〜平成28年３月４日(金)、10時〜12時

月２回(第１、３金曜日)、年20回実施予定

●場所 カミーリヤ

になりませんか？

養
成
講
習
会

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

農業女性グループ協議会(双葉会、五月会、つくし会、
ひまわり会、農事組合法人山口農産)主催の「農業女性
と消費者のつどい」がカミーリヤで開催されました。
がめ煮や豚汁、白おこわなどの郷土料理を一緒に作り
ながら交流し、そのおいしさを味わいました。

ブロッコリーや白ねぎ、味噌などは地元で生産・加
工されたもの、また、鶏肉は、福岡県はかた地どり推
進協議会の協力により「はかた地どり」を用いました。

参加した皆さんからは、「筑紫野市の農業は大事。地
産地消ができるまちだと思う」「郷土料理を家でも作り
たい」「料理はどれもおいしかったし、体にいいものば
かり」「来年も参加したい」といった声が聞かれました。

１/22 地・産・地・消
筑紫野産のおいしさを味わう

第26回農業女性と消費者のつどい

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、
手
早
く
調
理
を
行
う
皆
さ
ん

▲

ち く し の ク リ ッ プ

しょうがご飯

<材料>米 ３カップ
<調味料Ａ>酒 大さじ２、しょうゆ 大さ
じ２
<調味料Ｂ>しょうが100g、水180cc、
しょうゆ35cc、みりん50cc、砂糖 大さ
じ１杯半
  <作り方>①新しょうがを洗い、皮をむ
いて千切りにする。 ②しょうがをゆが
く。 ③しょうがと調味料Ｂを合わせて
煮込み、汁気の多い佃煮を作る。 ④米
と調味料Ａを合わせて炊き上げ、②の
しょうがの佃煮を混ぜ合わせる。

白ねぎの
ドレッシング和え

<材料>白ねぎ２本、ハム 少々、酒
少々、みず菜 少々
<ドレッシング>練りごま４分の１カッ
プ、だし汁 大さじ１、砂糖 小さじ２、
ポン酢醤油 ４分の１カップ、七味唐辛子
少々
  <作り方>①ハムを千切りにする。 ②
ねぎは縦に開いて芯を除き、斜め千切
りにする。 ③大皿にねぎを盛り、ハム
を盛りみず菜をあしらう。 ④ドレッシ
ング材料を混ぜ合わせ、食べる直前に
かける。

●皆さんで作った料理の一例 (全ての料理とレシピは市ホームページに掲載しています)

☆今回の「つどい」では、市内吉木の福岡県農林業
総合試験場で開発された福岡県産ブランド「はかた
地どり」を使用しました。
協力　福岡県はかた地どり推進協議会

▲ストレッチ ▲レクリエーション実習

▲ガンバルーン体操 ▲地域でのウォーキング

☆白ねぎは市内馬市産の
ものを使用

☆新しょうがは市内山口
産のものを使用

Pick Up!


